
平成23年度事業報告書

(公財)北海道在京学生後援会

当財団は､建寮の精神を基に､ ｢北海寮｣を維持運営し､経済的負担を軽減､より快

適な生活環境を提供するとともに､時代に適応した人材の育成等育英援護事業を概ね計

画どおり実施することができた｡以下に､その事業の実施状況の概要を記す｡

Ⅰ事業の状況

1北海寮の維持運営事業

(1)本年度も､北海寮を寮管理規定に基づき､適正･健全に維持運営した｡

寮生の入･退寮の状況は次のとおり｡

年度当初に24名の新寮生を迎え､定員72名に対し､満室で事業を開始した｡

年度途中において､自己都合等により､前期1名､後期3名の4名の退寮者

と不慮の事故(警察発表)による死亡者1名が出ている｡

年度末に､ 4年生15名が卒寮した｡卒寮生の進路状況は次のとおり｡

就　職･ ･ ･ ･ 9名　　　　　留　年･ ･ ･ ･　3名

大学院･ ･ ･ ･ 3名　　　　　その他

一方､在寮生の自治管理を尊重するとともに､寮長及び寮監が寮務委員会との

緊密な連携を保持し､あわせて的確かつ必要な指導･助言を行った｡また､新

案務委員の選任に伴い､財団役員と新旧寮務委員との懇親会を平成23年12

月2日に実施した｡

(2)北海寮の中･長期補修計画に基づき､本年度も改修･補修工事を実施した｡主

な営繕関係は次のとおり｡

ア､厨房エアコン交換工事

ィ､浴室エアコン交換工事

ウ､食堂冷蔵庫取替え

エ､インターホーン取替え

オ､玄関通路照明工事

カ､自動ドアオートロック取替え

(3)平成24年度入寮生の選考試験を次のとおり実施した｡

｡募集人数　　20名

｡選考日　　　平成24年3月10日(土)札幌コンベンションセンター
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｡受験者数　　42名(申込者･ ･ ･82名)

｡合格者　　　20名

なお､本試験の実施にあたっては､選考委員として任命した財団役員､はまな

す会会員及び寮務委員が､札幌会場において24名で､面接･論文審査をはじ

め選考業務を担当した｡

一方､募集の告知については､道内の高校(予備校) 250校･関係機関に募集

要領を送付するとともに､卒寮生の尽力を得て､入寮募集告知に関L NHX (全

道6放送局)において放送があり､北海道新聞においても全道記事が掲載(2

回)された｡その他､ HBC､朝日･毎日新聞でも掲載された｡

(4)入寮式及び卒寮式をそれぞれ次のとおり実施した｡

ア､入寮式

｡平成23年4月3日(日)午後3時～　　｢食堂大ホール｣

｡新入寮生　　　24名

｡来賓･役員･OB等の出席者　15名

｡式典の後､祝賀パーティー-と移り､新入寮生一人一人が自己紹介と今

後の抱負を語り､先輩寮生･ OBから歓迎を受けた｡

ィ､卒寮式

｡平成24年1月8日(日)午後3時～　　｢食堂大ホール｣

｡卒寮生　　15名

｡来賓･役員･OB等の出席者　15名

｡式典の後､祝賀パーティー-と移り､卒寮生一人一人が寮生活の思い出

や感慨､在寮生-のメッセージ等を述べ､後輩寮生やOBが前途を祝し

た｡なお､卒寮生から､在寮生に対し記念品が寄贈された｡

(5)北海寮祭を次のとおり実施した｡

｡平成23年5月21日(土)･22日(日)

｡第1日目の午後3時30分からの式典に引き続き､寮祭実行委員会の企画に

より,18時からの行灯行列で始まり､第2日日は､地域の住民-寮を開放し､

模擬店の営業やステージにおける催し等を実施し､近隣の方々-の感謝と寮

-の理解を促すとともに､寮生同士の粋を一層深めることとなった｡

なお､寮生で構成する実行委員会に対し､財団及びはまなす会･はまなす親

の会から物心両面での支援･協力があった｡

(6)父母会を次のとおり実施した｡

｡平成23年7月2日(土)午後1時～　｢きょうさいサロン｣

｡出席在寮生父母　　　48名

｡財団側出席者　　　12名
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｡在寮生の生活及び財団の意義等についての懇談

o懇談会終了後､寮祭写真の回覧をまじえての懇親会(会費制)を実施した｡

2在京学生に対する指導育成事業

( 1 )就職活動指導のためのセミナーを次のとおり開催した｡

ア､平成23年11月13日

｡受講者

｡講　師

｢北海寮･会議室｣

10名

丸山純平(就職内定4年生)

亀井裕城(就職内定4年生)

安井　清氏(専務理事)

丹保冬司夫(常務理事)

ィ､平成24年2月18日　　　　｢北海寮･会議室｣

｡受講者　　9名

｡講　師　　川嶋　雅昭(元NHX研修部長)

安井　清氏(専務理事)

塚越孝平氏(常務理事)

(2)寮施設内の図書室･自習室及びスポーツ室を､利用規則に則り､在寮生に提

供し､修養研鏡の用に供した｡

3　その他の事業

(1)寮敷地の｢部を駐車場として引き続き(秩) TCサービスに貸与し､.賃貸料収

入を得た｡　　　(収益事業特別会計)

(2) ｢寮将来計画資金｣に関し､募金のお顔いの書状を卒寮生対象に平成23年12

月に送付した｡本年度の寄付の実績は次のとおり｡ (別表1)

はまなす会　　　　70件　　　685,000円

北海道はまなす会　53件　　　365,000円

はまなす親の会他　16件　　　239,000円

計　　　139件　　1,289,000円
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(3)卒寮生で組威される｢はまなす会｣と､引き続き連携を深めるとともに､種々支

援･協力を得た｡
一方､ ｢平成23年度はまなす会総会･懇親会｣が平成23年6月4日(土)に｢北

海寮｣にて開催され､在寮生15名が参加した｡

(4)卒寮生の父母で組織する｢はまなす親の会｣が､平成23年7月2日(土)きょう

さいサロンで開催された｡財団役員も出席し､日頃の財団に対する支援に謝意

を述べた｡同会は､平成11年から活動を開始しているが､財団は同会から力

強い支援と協力を得ている｡
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Ⅱ処務の概要

1役鼻等に常する事項

役職名 倩�kﾂ�任期 ��ﾘｼ粐�O��ﾘｩ2�軌 ��過去の本法人 理事就任期間 

手長 ��9vﾒ�平汝23年6R58- 平成24年3月81日 儖��ﾙ�B�秦 ��平成6年8月5日～ 平成23年6月4日 

専務理事 ��鯖�B�平成23年6月58- 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�蘇 ��平成14年6月5日 平成23年8月4日 

常務理事 儻�譴�平鹿23年6月58- 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��平成19年6月5日 

常務理事 �$�ｹ7韆儻b�平成23年8月5日～ 平成24年8月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��平鹿23年8月4日 昭和51年6月5日～ 平成年 

常務理事 �,ｸ葎ﾔi[ﾒ�平成23年8月5日～ 平鹿乏4年3月318 儖��ﾘｩ2�無 ��236月4日 平成2年8月5日～ 

理事 �$ｨﾏｹ�9Wb�平成23年6月6日～ 平成24年3月31日 儖��ﾙYR�無 ��平癒23年6月4日 平成12年8月5日 ･ヨI,i 

理事 兀�鯖[iWb�平成23年8月6日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��23年6月4日 平成12年6月5日 i,rf,i 

理事 ���:�+ﾈ��平成23.年6月6日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｼ��蘇 ��23年8月4日 平成12年6月6日 

理事 ����ﾉ5Hﾆ2�平成23年6月5日～ 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��平成23年6月4日 平成12年6月5日 

理事 ��X鯖�8譴�23年6月58- 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�秦 梯�平成23年6月4日 12年6月5日 

理事 �-):��墲�平成23年6月5日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�蘇 ��X�ﾂ�平成23年6月4日 平成19年6月5日 成 

理事 傅ﾉ698xﾔｸ蔗�平曲23年6月58- 平成24年3月31El 儖��ﾘｩ2�無 ��平23年6月4日 平成19年6月5日 平成23年6月4日 

理事 ��X��ｫ�&ﾒ�平成23年6月5日～ 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��平成19年6月5日 平成 

理事 ��$ｩ{ｨ樞�平鹿23年6月5日～ 平成24年3月31El 儖��ﾘｩ2�蘇 免ﾂ�23年6月48 平成19年6月5日 

理事 佻ﾈ�y)�ﾒ�平成23年6月5日～ 串虚24年3月31日 儖��ﾘｼ��蘇 ��2S年8月4日 

監事 俥�4駭r�平鹿23年6月58- 虚24年3月31E] 儖��ﾘｼ��無 �� 

監事 仆Igｸ蒴Tb�平奴23年6月58- 平成24年3月31日 儖��ﾘｼ��無 �� 

監事 ��ﾉ,2�平成23年6月68- 平成普4年3月31日 儖��ﾘｩ2�蘇 �� 
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撃取名 倩�kﾂ�任期 ��ﾘｼ粐�O��ﾘｼ��報酬 ��過去の本法人 理事放任期間- 

評議鼻 �7�宛�k��成23年6月6日～ 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 箸� 

蔑見 �H椹W��平癒23年6月5日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｼ��秦 �� 

評構鼻 舒rﾙk��平成23年6月88- 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 �� 

評義鼻 ���68ﾘB�平成23年6月58- 平成24年3月31日 �2R�無 �� 

蔑貞 仞��)�H謦�平成23年8月68- 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�蘇 �� 

評篤農 唳68�[ﾒ�平成23年6月58- 24年3月31tl 儖��ﾘｩ2�秦 �� 

評義貞 傅ﾉYI�xﾔ��平成23年6月5日- 平成24年8月91日 儖��ﾘｩ2�無 �� 

評蔑見 ��ﾉ�ｨ楨72�平成23年6月6日～ 平成24年3月31日 儖��ﾙ�B�無 ��r� 

評鼓鼻 伜)>�H顯ｲ�平成23年6月5日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 白� 

蔑見 伜)gｹ:�ﾏR�平成23年6月5日- 平鹿24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 ��平成12年6月58- 平成16年6月4日 

評畿鼻 �7伜�=h謦�23年8月SF～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�蘇 �� 

評蔑見 ��Y8��ﾂ�平成23年6月58- 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 I � 

評蔑鼻 �68ｺy�ﾒ�平成23年6月58- 平癒24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 �� 

評蔑見 儖hﾞ�8x��平成23年6月5日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｼ��蘇 �� 

評蔑鼻 ��I�Xﾔi�驟��平成23年8月5日～ 平成24年3月31日 儖��ﾘｩ2�無 �� 

評蘇鼻 �:�e��平成23年8月5日～ 平成24年3月318 儖��ﾘｩ2�無 �� 

ー6ニー



2　職員に関する事項

職員名 倩�kﾂ�就任年月 �%99h駟k��備考 

寮監 伜(岑ﾆ�｢�平成18年4月 几��h,ﾉ�hｨ育y;�ｬyyﾚI{餒�9�,ﾉ*X�頽��EｸｬyyﾚI{韈ｹ�ﾙ9�,ﾈｬyyﾒ阮9�ZHﾞ�&8饕�ﾘ�� 

寮母 伜(岑楮���平成18年4月 几��h,ﾉ�hｨ育y;�ｬyyﾒ驅餒�9�,ﾉ*X�� 

3　役員会等に関する事項

(1)理事会(臨時会含む)

開会年月日 亳8馼馼ﾘ��会議の結果 

平成23年5月13日 ��I[ﾙ�ﾃ#)D�7萎�&8馼ｼi_�ﾙ��可決 

2､平成22年度財団一般会計及び収益事業決算報告 

3､平成22年度会計監査報告 

4､次期評議員選任 

5､次期顧問.参与委嘱 

6､公益財団法人-の静行 

7､最初の評議員の選任方法(秦) 

8､評議員選定委員会の委員の選定 

9､評議員選定委員会規則 

10､移行後の評議員の定数 

11､評議員選定委員会に推薦する評議員候補者 

12､その他 

平成23年9月16日 平成24年2月17日 ��Hﾏh揺ﾞ�&9d��ﾉfｸ､9;俤ﾘｹ隗y�hﾎ8�檠.悪ﾂ����,ﾈﾈ�.��可決 可決 

2､定款(秦)による最初の理事長.常務理事の選任 

3､公益財団法人-の移行蕎定申請の決議 

4､役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程 

5ヾ財産管理運用規定 

6､監事監査規定 

7､その他 1､平成23年度収支補正予算 

2､平成24年度事業計画 

3､平成24年度収支予算 

4､諸規定の制定.改定 

(経理.決裁.賛助会員.旅費.情報公開.寮管理規定) 

5､平成24年度北海寮入寮選考試験実施要領並びに選考委員任命 

6､新定款による顧問選任 

7､事務局長選任 

8､寮長及び寮監選任 

9､会計事務所選定 

11､その他-7- 



(2)評議委員会(臨時会含む)

開会年月日 亳8馼馼ﾘ��会議の結果 

平成23年5月13日 ��I[ﾙ�ﾃ#)D�7萎�&8馼ｼi_�ﾙ��承課 

2､平成22年度財団一般会計及び収益事業決算報告 

3､平成22年度会計監査報告 

4､次期理事.監事選任 

5､次期顧問.参与委嘱 

6､公益財団法人-の移行 

7､最初の評議員の選任方法(秦) 

8､評議員選定委員会の委員の選定 

9､評議員選定委員会規則 

10､移行後の評議員の定数 

11､評議員選定委員会に推薦する評議員候補者 

12､その他 

平成23年9月16日 平成24年2月17日 ��Hﾏh揺ﾞ�&9d��ﾉfｸ､9;俤ﾘｹ隗y�hﾎ8�檠.悪ﾂ����,ﾈﾈ�.��承認 承認 

2､定款(秦)による最初の理事.監事の選任 

3､公益財団法人-の移行藩定申請の決議 

4､役員及び評議員の報酬等及び費用に関する規程 

5､財産管理運用規定 

6､監事監査規定 

7､その他 1､平成23年度収支補正予算 

2､平成24年度事業計画 

3､平成24年度収支予算 

4､規定の制定.改定 

(経理.決裁.賛助会員.旅費.情報公開.寮管理規定) 

5､平成24年度北海寮入寮選考試験実施要領並びに選考委員任命 

6､新定款による顧問選任 

7､事務局長選任 

8､寮長及び寮監選任 

9､会計事務所選定 

11､その他 
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